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宮西宮西宮西宮西校区まちづくり校区まちづくり校区まちづくり校区まちづくり懇談懇談懇談懇談会会会会    開催結果報告書開催結果報告書開催結果報告書開催結果報告書    

 

開催日時   平成２８年７月７日（火）１９：００～１９：５０ 

場所     口屋跡記念公民館 ３階 多目的ホール 

司会・進行  坂上宮西校区連合自治会長  

参加者数     男４９人    女１６人    合計 ６５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市の重点事業について 

市長からの説明に関する質疑なし 

 

２．校区課題 

課題名（課題名（課題名（課題名（宮西小学校屋外トイレの洋式化について宮西小学校屋外トイレの洋式化について宮西小学校屋外トイレの洋式化について宮西小学校屋外トイレの洋式化について））））    

 

質疑応答（要約） 

（宮西泉宮自治会） 

宮西小学校体育館やプールに設置されている屋外トイレは、校区の三世代交流大運動会

や防災訓練の際に、多くの地域住民の方が利用されている。しかし洋式トイレが設置され

ていないため、足腰が弱くなっている高齢者はトイレが利用できず困っている。また宮西

小学校は災害発生時の避難場所にも指定されていることから、早期に高齢者、障がい者が

利用しやすいトイレとなる様、洋式トイレの設置をお願いしたいと思う。 

 

（教育長） 

先日の福岡・大分の水害でも見られたように、学校体育館は地域住民の避難所としての

役割も担っているが、和式トイレは高齢者だけでなく、子供達からも敬遠されている状況

である。 
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学校トイレの洋式化を検討する中で、体育館トイレや屋外トイレについても、一体的に

現在検討を進めているところだ。市内小中学校については避難所指定を受けていることや、

社会教育、地域活動での利用者も多いことから、トイレの洋式化について必要性を感じて

いるが、現状の体育館のトイレスペースでは十分の広さが確保できないため、整備方法も

含め検討を進めていく。 

 

課題名（文化センター周辺の道路標識等の整備について）課題名（文化センター周辺の道路標識等の整備について）課題名（文化センター周辺の道路標識等の整備について）課題名（文化センター周辺の道路標識等の整備について）    

（徳常自治会） 

今年 10 月にはいよいよ愛媛国体が開催されることになっていて、校区内にある市民文化

センターが、ウェイトリフティングの競技会場となっている。 

ところが文化センター周辺道路の横断歩道やセンターラインなどの白線表示の一部に剥

がれた部分があり、表示が薄くなっている部分もあって見えにくくなっていて、美観上も

良くない。全国から会場を訪れる方々を気持ちよくお迎えするためにも、表示を整備して

いただきたいと思う。 

 

（建設部長） 

現地を確認したところ、市役所前交差点から伊予銀行までの区間については、全体的に

横断歩道やセンターライン等に劣化が進行していることから、国体までに全体的な更新を

行う。また、伊予銀行から四国電力新居浜支店までの区間については、部分的に剥がれた

り薄くなっている箇所があるので、局部的な更新を行う。 

 なお、その他の箇所についても国体前まで経過観察を行いながら劣化が見受けられた場

合には対応する。 

 

３．その他の意見 

 ①（参加者） 

 市立図書館は、開館している時間が短くて休館日が多い。隣の西条市の図書館は２２時

まで開いており、休館日も月に１回だけである。多くの市民が気軽に利用できる様、会館

時間の延長や開館日を増やすことを検討して欲しい。 

 （教育長） 

 図書館の開館時間延長については、以前から同様のご意見はいただいいるが、館に確認

すると、夜間に利用したいとの希望者はそれほど多くないと報告を受けている。 

今後は図書館のあり方や運営等についても変化していく可能性が高いため、将来的な図

書館のあり方を考える中で、開館時間の延長等について検討する。 

 

②（参加者）  

 高齢になって和式トイレは利用できないため、学校の洋式トイレ設置の要望については、
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ぜひ進めていただきたい。 

それと、先日あった北九州地域の水害では、テレビ等で避難を呼びかける報道もあった

が、１時間に５０ｍｍを越えるような降雨があっても安全性は保たれているのか。 

 （市民部長） 

 平成１６年には本市でも豪雨による水害を経験したが、現在は避難勧告等が発表する前

に、避難準備情報を出すことになっている。周囲の状況が危険になる前に必要な場合は避

難を開始していただきたいと思う。ただ周囲が危険な状況になっている場合は、屋内の２

階や崖から離れた部屋に退避する等、状況に応じた行動をお願いする。 

 

（参加者） 

 近所では、高齢者等か居住する平屋建て住宅が多くある。指定された避難場所である学

校等まで移動する余裕が無い場合には、より近隣にあるビル等の頑丈な建物に一時避難が

できる様、市からも働きかけをして欲しい。 

 （市民部長） 

 避難場所としては原則として学校等の公共施設を指定しているが、一時的な避難場所に

ついては各校区で地域の状況も相違しているため、自治会等が主体となって検討を進めて

もらい、地域内の病院やビルのオーナー等に協力をお願いできる様な対応を考えていただ

きたいと思う。 

 

 ③（参加者） 

 通学路の見守り活動を行っているが、校区内の市道で排水路に蓋もなく、雑草が生い茂

っている箇所がある。路面も補修工事はされているが、道路全体の舗装工事は４０～５０

年間も行われていない箇所があるので、排水路の整備や舗装工事を検討してもらいたい。 

 （建設部長） 

 限られた予算の中ではあるが、現地の状況を確認したうえで、対応を検討する。 

 

（市長） 

 学校トイレの洋式化については他の校区や市議会でも要望が出ているため、早急に整備

計画を策定して改修を進めたい。文化センター周辺の道路整備については、早急に対応す

る。図書館の開館時間については状況を改めて確認して、開館時間の延長も含め、多くの

方々に利用してもらえる様に改善をしたい。災害時の避難については、避難準備情報を早

めに出すようにしている。避難が困難な方については災害時要援護者として登録すること

ができるので活用して欲しい。 

 


